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↓明治以降の変容

田辺健一（1958）

田辺モデル

←城下町の基本構造

商業中心

↑↑↑↑維新時

・武家地の南半部は空隙状態。
・北半部に学校，官公署が立地。

鉄道は現在と対照のため書き加え

会津若松

・蒲生氏60万石の大城下町
・1643，保科正之（家光四男）が40万
石で入部。三代正容から「松平」に
改姓して，親藩に列する。

1931=維新63年後

山形城下町の変化

1903（明36）

・1622，最上氏改易後は，譜代の小藩
が入部。維新時は水野家5万石

・創建時は57万石で，
仙台・若松級の規模。

・扇状地端の湧水を堀に利用。
・その東側に街道・町場
※城地のほうが町場より低地に！

・堀の中に鉄道 ・武家地は桑畑
・街道沿いの町並みだけ残る
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秋田の
変化

城下町時代 1912（大正1）

・佐竹氏20万石で常陸から移封
・雄物川氾濫原の丘陵端に城と武家地，
・旭川を外堀に利用，その西の低地に町場
⇒士商を完全分離

鉄

道

駅

・1902（明35），武家地の東端に鉄道駅。
・町場との間に広小路を開削，新商店街に。

町の西側
に寺院

河岸

兵
営

県庁，郡役
所，裁判所，

女学校

公園

練兵場
学校

盛岡城下町

梅林・阿部（1981） 天文元年（1796）

・南部氏の居城

※南部氏 … 甲斐国南部郷出身の清和源氏
・平泉合戦の功で糠部郡＝"南部地方"を領す。

・秀吉の安堵を得て
三戸→福岡（二戸）→
盛岡と本拠を移す。
・家康からも10万石
で所領安堵。

・盛岡城 … 北上川・
中津川合流点付近
の花崗岩台地

菜園

本丸

内丸

本町

呉服町

馬場町

清水町

材木町

岩手大

八幡宮

愛宕山
北山

・大手門 … 本丸の
北側＝三戸の方向

・後に東側＝河港

・中心町場も本町か
ら呉服町へ

盛岡の変化

・近代以降： 内丸⇒官庁街

・鉄道駅 … 西に離れて設置
⇒呉服町付近が繁栄を維持。

・戦後，大通りが繁盛し，呉服町と
の間に桟橋商店街。

梅林・阿部（1981）

凡例

・開府時，大手門は北側に

・北上川舟運の発達で，
東側の「惣門」から呉服
町〜河岸一帯が繁栄

本町

呉服町

・高度経済成長期，業務街が駅側へ。
大通りが中心商店街に。

大通り

呉服町

駅前

業務街

・1982，新幹線開通，駅前の求心力上昇。

http://www.city.morioka.iwate.jp/_res/projects/default_project/_page_/001/009/473/mori-zentai-0.pdf

本丸

二丸

三丸

盛岡城下町
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1891（明24）仙台

空地の多い武家地

城地

寺院

寺院

地形図に表れた
仙台城下町

・武家地 … 空隙多い
屋敷内に樹木，畑。

・町人地 … 街道の
背後に樹木，畑。

維新後の変化

・武家 … 帰農移住，
役人，警官，教師，職人
…屋敷地を切り売り

・上級武家地 … 役所，
学校に転用

・城・藩用地 … 軍施設，
役所，学校に転用

・下級武士，足軽 … 
職人，商売，帰農

・商人，寺社 … 存続

仙台の中心商業地の移動

・近代：東一番丁が新たな繁華街に
・仙台駅開設：駅から遠い町は商勢喪失
・金融機関が敏感に反応（下図）
・1960年代〜駅前に大型店進出（右図）

・江戸時代
・大町通：一〜五丁目，新伝馬町
・大町隣接：肴町，立町
・奥州街道：国分町，南町，柳町，荒町
… 「御譜代町」

金融機関の
立地移動

大型店の立地

↑
東一番丁

鉄道開通と都市構造
の変化

田辺健一『都市の地域構造』，大明堂，1971

・これらは東北の城下町の観察
による。それぞれ次のどれに当た
るだろうか？
… 弘前，秋田，鶴岡，山形，米沢，
盛岡，山形，仙台，白石，福島，白
河，会津若松 … 

田辺健一の４タイプ

城

旧武家地

商業中心

鉄道駅

移動方向

藤岡謙二郎『日本の都市；その特質と地域的問題点』大明堂,1968

青森，新潟，川崎，横浜，
横須賀，浜松※，大津，
堺，神戸，呉，下関，八幡，
大牟田，佐世保，長崎

戦前行政市の出自 … 戦前市の大多数が旧城下町

※家康の居城・浜松を非城下町
とする理由は不明。位置も豊橋

と入れ替わっている。
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藤本利治『近世都市の地域構造』，大明堂，1976

・太平洋ベルト … 大幅増
… 特に京浜，中京，阪神，
北部九州
・港湾都市 … 大幅増
・日本海側 … 停滞

・増加要因 … 工業化
・日本海側 … 「裏日本」化

工業人口増加
の地域差

幸田清喜「工業地域」，
『経済地理学Ⅱ』，
朝倉書店，1967


